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　市では、昨年度からごみの３事業（戸別収集・プラスチック容器包装類
の分別収集・市指定収集袋による有料化）を実施しました。
　昨年末で有料化開始後１年が経過しましたので、ごみ量の変化をお知ら
せします。
　１２月までの１年間の対前年比は可燃ごみが４,８９１トン（１６,６％）、不燃ごみ
が３,５６４トン（５７,６％）の減量となりました。
　昨年からのごみ量の変化は、市民の皆さんのごみの減量と分別の徹底、
資源化の促進の大きな成果の現われです。
　このことにより、最終処分場の延命化とごみ処理経費の軽減などにつな
がり、将来的には地球環境の保全につながっていきます。
　今後も、ごみ減量と資源化を進めていきますので、ご理解とご協力をお
願いします。
　ごみ収集の実績などについては、今後、市報などでお知らせしますが、
３事業の報告会を下表の日程で開催します。ご来場をお待ちしています。

建ごみ収集についての報告会建
場　所日　時

エコプラザ西東京２月１３日晶①午後２時～３時　②午後６時～７時
田無庁舎２月１５日掌①午前１０時～１１時　②午後２時～３時
西原総合教育施設２月１６日捷①午前１０時～１１時　②午後２時～３時
ふれあいセンター２月２１日松①午前１０時～１１時　②午後２時～３時
保谷公民館　２月２２日掌①午前１０時～１１時　②午後６時～７時
保谷駅前公民館２月２４日昇①午前１０時～１１時　②午後６時～７時
ひばりが丘公民館２月２５日昌①午前１０時～１１時　②午後６時～７時

市指定収集袋による有料化開始後１年間の状況を報告しま市指定収集袋による有料化開始後１年間の状況を報告しますす

　ごみ・資源物の処理にかかった総経費は、３１億１,７５９万１千円、これを年間
１世帯当たり（２．２人）で計算すると３５，６６１円、１人当たりでは１６，１６７円がご
み・資源物処理に使われたことになります。
　前年度の総額（２８億４，８９７万６千円）と比べ
ると２億６，８６１万５千円増加しています。増
加理由として「戸別収集」、「プラスチック容
器包装類の分別収集」の新規実施があります
が、市民の皆さんに負担いただいています
「家庭ごみ処理手数料」の収入により、実質
的に前年度と同程度となっています。

◆ごみ減量推進課（札438－4043）

　市では、平成１９年度のごみ処理についてどのくらい経費がかかったかを算出しました。
　平成１９年度は９月から「戸別収集」、１０月から「プラスチック容器包装類」・「金属類」・「廃食用油」の分別収集、１月からは「指定袋によ
る有料化」を実施しました。
　市民の皆さんの努力のおかげでごみの減量・資源化が進んでいます。今後も市ではより一層のごみ減量への取り組みをしていきますので
ご協力をお願いします。

◆ごみ減量推進課（札438－4043）

平成19年度のごみ処理経平成19年度のごみ処理経費費

～市民の皆さんの１人ひとりの成果です～市民の皆さんの１人ひとりの成果です～～
「より一層のごみ減量と資源化にご協力を　「より一層のごみ減量と資源化にご協力を」」

～より良い地球環境を次世代に～より良い地球環境を次世代に～～
出前説明会（住宅・集合住宅単位）については常時受　出前説明会（住宅・集合住宅単位）については常時受けけ
付けていますので、ごみ減量推進課にご連絡ください付けていますので、ごみ減量推進課にご連絡ください。。

収入額区分
２億６，１５１万９千円家庭ごみ
６，３４５万５千円粗大ごみ

３億２，４９７万４千円合計

桓ごみ処理手数料収入
　平成２０年１月から実施しました家庭ご
み有料化（袋の販売は平成１９年１２月から）
による処理手数料と粗大ごみ処理手数料
の収入額です。この金額は、指定袋・粗
大ごみシールの取扱店が市へ発注した数
量分の金額となりますので、市民の皆さ
んが負担された金額とは異なります。　
　収入はすべてごみ処理経費にあてら
れ、家庭ごみ処理手数料は、ごみ処理経
費全体の約８．４％を占めています。

収入額区分
２２５万７千円金属類

※回収した金属類を売払った金額。

棺資源物売払収入
　平成１９年１０月から回収を始めた「金属
類」を売払い、収入となった金額。

処理経費種別
５万１，５８０円可燃ごみ

ご
み

８万３，６５６円不燃ごみ
２０万１，１６１円粗大ごみ
１３万３，５３８円有害ごみ
１０万９，３０１円びん類

資
源
物

１４万４，８４１円缶類
２２万４，７５１円ペットボトル
５，４６９円古紙・古布

１６万７，０７０円金属類
３２万７，４８０円廃食用油

１０万６，００８円プラスチック
容器包装類

１３０万５００円白色トレイ
８，７０８円集団回収

※参考
可燃ごみ…１ｋｇ当たり処分費／５２円
不燃ごみ…１ｋｇ当たり処分費／８４円

柑１トン当たりの処理経費
　それぞれのごみ・資源物の１ト
ン当たりの収集から処分までにか
かった費用。

　　　　　　　　　【総額】　　　　【収入（家庭ごみ）】　　【実質処理経費】

（平成１９年度）３１億１，７５９万１千円　－　２億６，１５１万９千円＝２８億５，６０７万２千円
（平成１８年度）２８億４，８９７万６千円　－　　　　（未収入）　　　＝２８億４，８９７万６千円

前年度比平成１９年度内　訳総額

１.７％増

１１億７，４１５万５千円収集および運搬にかかる費用
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千
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１,７５９

９.４

３億６，３８１万５千円可燃ごみ

ご
み

１億９，６５２万６千円不燃ごみ
３，６８８万８千円粗大ごみ
１４３万６千円有害ごみ

１億２，３２２万５千円びん類

資
源
物

１億３，８７７万円缶類
１億４，１９５万９千円ペットボトル
４，１１３万８千円古紙・古布
１，５７９万円金属類

７２０万５千円廃食用油
９，９６０万３千円プラスチック容器包装類

７８０万円白色トレイ

５.４％減
１０億４，２３６万９千円中間処理にかかる費用
９億８，８６８万４千円柳泉園組合（可燃・不燃ごみな

ど）
５，３６８万５千円プラスチック容器包装類中間処理費用

６.４％増
６億５，０４１万７千円最終処分および資源化にかかる費用
６億４，６７３万７千円資源循環組合

３６８万円プラスチック容器包装類資源化費用
３.７％減３，０１７万５千円集団回収にかかる処理費用
１２４.５％増２億２，０４７万５千円その他経費（管理費・その他委託料な

ど）
※エコプラザ西東京関係費用、し尿収集費用など除く。

敢収集・運搬・処理・処分費用（年額）
　それぞれのごみ・資源物の収集・運搬、
処理、処分にかかる経費を示しています。
平成１９年度から収集品目を変更したため、
前年度より品目を増やしています（プラス
チック容器包装類な

ど）。
　内訳は次のとおりです。
①家庭ごみを収集・運搬する費用　②中間
処理施設で処理する費用　③ごみを焼却し
た後に残る灰を日の出町の二ツ塚最終処分
場で処理する費用な

ど

　中間処理は、「柳泉園組合」で処理するもののほかに、平成１９年１０月か
ら「プラスチック容器包装類」を民間業者へ委託して中間処理を行なっ
ています。同じく「プラスチック容器包装類」の最終処分は、除日本容
器包装リサイクル協会を通して再商品化を行っています。


